
長期連休で需要好調
　ＪＲ・航空各社のＧＷ輸送実績

ＪＲ６社

一
部
で
自
然
災
害
影
響
も

各
社
横
ば
い
以
上
を
堅
持

旅行会社で初、自治体・企業向けに

ＡＩ研修サービス開始
近畿日本ツーリスト

航空２社

国
内
線
は
前
年
超
え

熊
本
Ｄ
Ｃ
の
開
幕
特
別
列
車

日
本
旅
行
が
乗
車
ツ
ア

催
行

業
績
予
想
を
修
正

中
東
情
勢
影
響
で

Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ

２
市
と
災
害
時
協
定

　
阪
急
交
通
　﹁
Ｄ
Ｈ
Ａ
Ｔ
﹂提
供

　
シ

ナ

ツ

予
約
・
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム

サ
ポ

ト
ペ

ジ
で
セ
ミ
ナ

実
施

観光ＤＸ特集
最新技術で業務効率化―

　＜＜　６・７面

カ
ス
ハ
ラ
対
応
で

周
知
動
画
を
制
作

Ｊ
Ａ
Ｌ

　
シ

ナ

ツ
の
予
約
・
販
売

管
理
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｔ
Ｌ

リ
ン

カ

ン
﹂
は

旅
行
会
社
と
Ｏ

Ｔ
Ａ
か
ら
の
通
知
を
一
元
管
理

し

残
室
・
料
金
調
整
が
一
括

で
で
き
る
も
の

導
入
施
設
数

は
６
１
０
０
で

対
応
販
売
先

は
旅
行
会
社

Ｏ
Ｔ
Ａ
を
併
せ

て
１
９
１
社
と
な

て
い
る


　
シ
ス
テ
ム
は
常
に
バ

ジ


ン
ア

プ
を
図

て
お
り

最

近
で
は

新
機
能
﹁
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｈ

ｕ
ｂ
﹂
を
リ
リ

ス
し
た

こ

の
機
能
を
使
え
ば

Ｔ
Ｌ

リ

ン
カ

ン
で
作
成
し
た
室
タ
イ

プ
・
プ
ラ
ン
情
報
を
直
接

グ

ロ

バ
ル
展
開
す
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
へ

の
登
録
更
新
が
可
能
と
な
る


　
作
成
さ
れ
た
情
報
は
Ｔ
Ｌ


リ
ン
カ

ン
が
自
動
で
取
り
込

む

残
室

料
金
調
整
を
行
う

だ
け
で
販
売
が
開
始
さ
れ

複

数
の
販
売
先
を
管
理
す
る
手
間

を
大
幅
に
削
減
す
る
ま
ず
は


ブ

キ
ン
グ
ド

ト
コ
ム
に
対

応
す
る
こ
と
が
決
ま

て
い

る


　
今

シ

ナ

ツ
が
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
ほ
ぼ
毎
月
開
催

の
サ
ポ

ト
ペ

ジ
か
ら
誰
で

も
聴
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ

だ

同
社
で
は

宿
泊

施
設
の
利
益
拡
大

業
務
効
率

化
に
寄
与
す
る
セ
ミ
ナ

と
位

置
付
け
て
い
る

　

　
５
月

日
に
開
催
す
る
セ
ミ

ナ

は

令
和
ト
ラ
ベ
ル
の
受

田
宏
基
氏
を
講
師
に
招
く

テ


マ
は

﹁
宿
泊
施
設
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
の
活
用
﹂

同
社
は


宿
泊
予
約
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｒ
ｅ
ｌ

ｕ
ｘ
﹂
を
創
業
し
た
篠
塚
孝
哉

氏
が
創
業
し
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ベ
ル
エ

ジ

ン
シ


運
営

す
る
旅
行
予
約
ア
プ
リ
﹁
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｔ
︵
ニ


ト
︶
﹂
は

ス

マ

ト
フ

ン
一
つ
で
予
約
受

付
か
ら
顧
客
管
理
ま
で
を
完
結

で
き
る
手
軽
さ
が
売
り
だ


　
６
月

日
に
は
ト
ラ
ベ
ロ
カ

の
河
嶌
氏
を
招
き

セ
ミ
ナ


開
催
を
予
定
す
る
テ

マ
は


﹁
東
南
ア
ジ
ア
の
マ

ケ


ト
﹂

ト
ラ
ベ
ロ
カ
は
東
南
ア

ジ
ア
最
大
級
の
旅
行
プ
ラ

ト

フ


ム

航
空
券
や
ホ
テ
ル

の
予
約
だ
け
で
な
く

現
地
ア

ク
テ

ビ
テ

や
送
迎
ま
で
を

網
羅
し
て
い
る

直
感
的
な
操

作
性
と

ア
プ
リ
限
定
の
格
安

セ

ル
や
割
引
ク

ポ
ン
が
最

大
の
特
徴
と
い
う


﹁
Ｔ
Ｌ

リ
ン
カ

ン
﹂の
ロ
ゴ
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Ｊ
Ｒ
各
社
は
７
日
今
年
の
ゴ

ル
デ
ン
ウ
イ


ク︵
Ｇ
Ｗ
４
月

日

５
月
６
日
︶に
お
け
る
利
用

実
績
を
公
表
し
た
自
然
災
害
の
影
響
な
ど
に
よ
り

北
海
道
の
一
部
路
線
で
利
用
者
の
減
少
が
あ

た

が
多
く
は
前
年
実
績
か
ら
微
増
す
る
傾
向
が
目
立


た
曜
日
配
列
が
長
期
連
休
を
取
得
し
や
す
い
形

に
な

た
こ
と
も
追
い
風
と
な

た


　業務効率化や生産性向上の必
要性が叫ばれる日本の観光業
界。本特集では、すでに多くの
導入実績を持ち、確かな信頼を
築いた５社による最新のサービ
スを紹介する。

　
日
本
旅
行
は
７
月
４
日


熊
本
デ
ス
テ

ネ

シ

ン

キ

ン
ペ

ン
︵
Ｄ
Ｃ

７


９
月
︶
の
オ

プ
ニ
ン
グ

に
走
行
す
る
団
体
貸
し
切
り

列
車
に
乗
車
す
る
特
別
ツ
ア


を
催
行
す
る


　
貸
し
切
り
列
車
は
新
大
阪

駅
か
ら
熊
本
駅
ま
で
の
﹁
熊

本
Ｄ
Ｃ
オ

プ
ニ
ン
グ
記
念

号
﹂

熊
本
県
の
人
気
キ


ラ
ク
タ

﹁
く
ま
モ
ン
﹂
が

乗
車
す
る
ほ
か

熊
本
県
の

﹁
お
土
産
セ

ト
﹂
の
配
布

や

同
県
の
特
産
品
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
う


　
熊
本
駅
で
は
地
元
の
人
々

に
よ
る
歓
迎
の
出
迎
え
や


オ

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

実
施

山
鹿
灯
籠
踊
り
な
ど

の
ス
テ

ジ
イ
ベ
ン
ト

地

元
食
材
を
扱
う
店
舗
に
よ
る

グ
ル
メ
ブ

ス
の
出
店

ブ


ス
を
回
遊
す
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ

な
ど

さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
用
意
し
て
い
る


　
ツ
ア

は
７
月
４
日
出
発

限
定
の
１
泊
２
日

同
県
の

名
所
を
巡
る
添
乗
員
同
行
プ

ラ
ン
や
個
人
型
フ
リ

プ
ラ

ン
の
ほ
か

鉄
道
フ

ン
向

け
商
品
も
現
在
計
画
し
て
い

る


　
Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
は
８
日

２
０
２

６
年
３
月
期
決
算
︵

年
４

月
１
日


年
３
月

日
︶

に
つ
い
て

業
績
予
想
を
修

正
し
た

当
期
お
よ
び
今
後

の
連
結
業
績
見
通
し
を
踏
ま

え

繰
延
税
金
資
産
の
回
収

可
能
性
を
慎
重
に
検
討
し
た

結
果

繰
延
税
金
資
産
の
追

加
計
上
を
決
定

法
人
税
等

調
整
額
と
し
て

億
円
を
利

益
計
上
す
る
見
込
み

親
会

社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期
純

利
益
は

当
初
予
想
か
ら


・
６
％
増
の

億
円
と
し

た


　
修
正
後
の
業
績
予
想
は


中
東
情
勢
に
伴
う
ツ
ア

中

止
な
ど
の
影
響
で
売
上
高

は
当
初
予
想
か
ら
９
億
円
減

の
２
９
７
１
億
円︵
０
・
３
％

減
︶営
業
利
益
は
同
４
億
円

減
の

億
円︵
６
・
２
％
減
︶

に
下
方
修
正
一
方
経
常
利

益
は
同
３
億
円
増
の

億
円

︵
４
・
１
％
増
︶親
会
社
株
主

に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益
は

同

億
円
増
の

億
円︵

・

６
％
増
︶に
上
方
修
正
１
株

当
た
り
当
期
純
利
益
は
３

２
１
・

円
を
見
込
む


　
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル

プ
と
Ｊ
Ａ

Ｌ
グ
ル

プ
は
７
日
ゴ


ル
デ
ン
ウ
イ

ク︵
Ｇ
Ｗ
４

月

日

５
月
６
日
︶期
間

の
国
内
線
利
用
実
績
を
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
た
両
社
と
も

旅
客
数
搭
乗
率
と
も
に
前

年
を
上
回

た


　
Ａ
Ｎ
Ａ
の
旅
客
数
は
前
年

同
期
比

・
４
％
増
の
１
１

１
万
６
５
６
４
人
搭
乗
率

は
同
８
・
６

増
の

・
３
％

だ

た
方
面
別
で
は
北
海

道
中
国
・
四
国
方
面
が
前
年

同
期
比
約
１
・
２
倍
と
人
気

を
集
め
た


　
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
旅
客
数
は
同
７

・
５
％
増
の

万
８
８
２
１

人
搭
乗
率
は
同
６
・
１

増

の

・
６
％
と
な
り
コ
ロ
ナ

後
過
去
最
高
を
更
新
し
た


方
面
別
で
は
関
西
方
面
を
除

く
全
エ
リ
ア
で
前
年
の
旅
客

数
を
上
回

た


　
近
畿
日
本
ツ

リ
ス
ト

︵
永
﨑
安
基
社
長
︶は
こ
の
ほ

ど
旅
行
会
社
と
し
て
初
と

な
る
Ａ
Ｉ
研
修
サ

ビ
ス

﹁
Ａ
Ｉ
研
修
　
リ
ス
キ
リ
ン

グ
サ
ポ

ト
　
実
践
ス
キ
ル

習
得
プ
ラ
ン
﹂の
提
供
を
開

始
し
た
Ａ
Ｉ
を
使
え
る
人

材
の
育
成
だ
け
で
な
く
Ａ

Ｉ
で
成
果
を
出
せ
る
組
織
づ

く
り
に
特
化
し
た
内
容
で


教
育
機
関
や
企
業
・
自
治
体

な
ど
を
対
象
に
提
供
組
織

ご
と
の
多
様
な
教
育
ニ

ズ

に
対
応
し
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
後
押
し
す
る


　
同
サ

ビ
ス
は
Ａ
Ｉ
教

育
・
研
修
を
専
門
と
す
る
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
と
の
連
携
で
実
現
講
義

と
演
習
を
組
み
合
わ
せ
た
実

践
型
研
修
と
な

て
い
る


　
研
修
は
３
日
間
で
１
日
４

時
間
ず
つ
受
講
す
る︵
全


時
間
︶生
成
Ａ
Ｉ
基
礎
知
識

の
習
得
各
種
Ａ
Ｉ
生
成
ツ


ル
の
比
較
・
使
い
分
け
と

い

た
基
礎
講
座
か
ら
業

務
シ

ン
別
活
用
ス
キ
ル
の

習
得
カ
ス
タ
ム
Ａ
Ｉ
の
構

築
な
ど
の
実
践
講
座
を
経

て
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
業
務

自
動
化
な
ど
の
演
習
を
行

う
終
盤
に
は
情
報
セ
キ


リ
テ

基
礎
や
Ａ
Ｉ
に
関
す

る
著
作
権
情
報
倫
理
の
講

座
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る


　
メ
イ
ン
講
師
は
近
畿
日

本
ツ

リ
ス
ト
に
所
属
す
る

Ｉ
Ｔ
整
備
士
協
会
認
定
の
Ａ

Ｉ
講
師﹁
リ

ド
講
師
﹂が
担

当
す
る
リ

ド
講
師
は
営

業
か
ら
研
修
ま
で
ワ
ン
ス
ト


プ
で
対
応
し
多
種
多
様

な
業
界
・
規
模
に
豊
富
な
研

修
実
績
を
持
つ
講
師
と
し

て
準
備
か
ら
実
践
ま
で
一

貫
し
て
サ
ポ

ト
す
る


　
対
象
は
学
校
な
ど
の
教
育

機
関
に
加
え
自
治
体
企

業
労
働
組
合
な
ど
組
織
が

抱
え
る
課
題
や
目
標
に
応
じ

て
研
修
内
容
を
オ

ダ

メ

イ
ド
し
て
提
供
す
る
企
業

向
け
に
は
Ａ
Ｉ
ツ

ル
の
導

入
研
修
や
業
務
効
率
化
研
修

な
ど
で
自
治
体
向
け
に
は

住
民
向
け
Ａ
Ｉ
体
験
講
座
や

職
員
の
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
に
活

用
で
き
る
と
し
て
い
る


　
受
講
料
は
１
人
当
た
り


万
円︵
税
込
み
︶政
府
に
よ

る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
策

﹁
人
材
開
発
支
援
助
成
金
﹂に

対
応
し
て
お
り
費
用
助
成

と
賃
金
助
成
を
利
用
す
る
こ

と
で
実
質
１
人
当
た
り
最

低
約
３
万
８
千
円
で
受
講
で

き
る


　
阪
急
交
通
社
︵
山
川
豊
治

社
長
︶
は

４
月

日
に
北

海
道
千
歳
市

今
月
８
日
に

神
奈
川
県
鎌
倉
市
と

災
害

時
に
お
け
る
連
携
協
定
を
締

結
し
た


　　
■
北
海
道
千
歳
市

　
市
域
内
で
地
震
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
際
や
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
市
か

ら
の
要
請
に
応
じ
て
迅
速
か

つ
円
滑
な
災
害
対
応
を
行

い
復
興
に
つ
な
げ
る
２
０

２
４
年
に
同
社
が
発
足
さ
せ

た
災
害
時
に
自
治
体
を
緊

急
で
支
援
す
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
Ｔ

︵
Ｄ
ｉ
ｓ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｈ

ａ
ｎ
ｋ
ｙ
ｕ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
︶

の
活
動
を
提
供
す
る


　
協
定
内
容
は
①
指
定
避

難
所
お
よ
び
福
祉
避
難
所
等

の
開
設
・
運
営
②
宿
泊
施
設

や
移
動
車
両
等
の
手
配
③
人

員
物
品
お
よ
び
資
器
材
等

の
手
配
④
緊
急
コ

ル
セ
ン

タ

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ア

セ
ン
タ

の
開
設
・
運
営
に

必
要
な
人
員
・
資
器
材
等
の

手
配
⑥
そ
の
他
協
議
に
よ
り

必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項


の
６
項
目


　　
■
神
奈
川
県
鎌
倉
市

　
市
域
内
で
地
震
や
風
水
害

な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害


そ
の
他
の
緊
急
事
態︵
感
染

症
対
策
な
ど
を
含
む
︶が
発

生
し
た
際
や
そ
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
地
域
住
民
の
生

活
の
安
定
を
図
る
市
か
ら

の
要
請
に
応
じ
相
互
の
強

力
な
連
携
体
制
の
も
と
迅

速
か
つ
円
滑
な
災
害
対
応
を

行
い
支
援
活
動
と
し
て
Ｄ

Ｈ
Ａ
Ｔ
を
提
供
す
る


　
協
定
内
容
は
①
被
災
対

象
者
お
よ
び
市
に
派
遣
さ
れ

る
応
援
職
員
の
必
要
と
す
る

宿
泊
先
交
通︵
車
両
等
含

む
︶食
事
並
び
に
保
険
等
の

手
配
②
福
祉
避
難
所
等
の
開

設
・
運
営
③
各
種
支
援
の
た

め
の
人
材
・
資
機
材
等
の
手

配
④
感
染
症
等
の
防
疫
業
務

補
助
⑤
そ
の
他
事
項

の
５

項
目


　
■
Ｊ
Ｒ
北
海
道

　
４
月

日
に
発
生
し
た
十

勝
地
方
南
部
を
震
源
と
す
る

地
震
の
影
響
で
在
来
線
特

急

本
快
速
エ
ア
ポ

ト


本
が
運
休
と
な
る
事
象
が

発
生
主
要
４
線
区︵
北
海
道

新
幹
線
東
室
蘭

苫
小
牧


札
幌

岩
見
沢
南
千
歳


ト
マ
ム
︶に
お
け
る
利
用
者

数
は
前
年
比
５
％
減
の


万
人
だ

た


　
在
来
線
特
急
単
体
で
見
る

と
同

％
減
の

万
６
千

人
特
に
札
幌

岩
見
沢
間

は
同

％
減
の
６
万
６
千
人

と
大
幅
に
減
少
し
た
た
だ


北
海
道
新
幹
線︵
新
青
森


新
函
館
北
斗
︶は
同
７
％
増

の
８
万
４
千
人
だ

た


　
駅
利
用
で
は
札
幌
駅
が

前
年
比
１
％
減
の
１
７
５
万

５
千
人
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
だ


た
の
に
対
し
新
千
歳
空

港
駅
は
同
９
％
増
の

万
９

千
人
と
な

た


　
ピ

ク
日
は
新
幹
線
は

新
函
館
北
斗
駅
着
が
５
月
２

日
同
駅
発
が
５
月
５
日
在

来
線
は
札
幌
駅
発
が
５
月

２
日
札
幌
駅
着
が
５
月
６

日
だ

た


　　
■
Ｊ
Ｒ
東
日
本

　
各
新
幹
線
・
在
来
線
特
急

の
利
用
者
数
は
前
年
比
５

％
増
の
５
１
５
万
６
千
人


一
部
の
線
区
で
大
雨
や
強
風

に
よ
る
輸
送
障
害
が
発
生
す

る
も
前
年
を
上
回

た


　
ピ

ク
日
は
下
り
が
５

月
２
日
で

万
９
千
人
上

り
は
５
月
６
日
で

万
３
千

人
だ

た


　
駅
利
用
で
は
新
宿
駅
が

前
年
比
１
％
増
の
４
３
６
万

９
千
人
東
京
駅
が
同
５
％

増
の
２
５
６
万
人
舞
浜
駅

は
同
７
％
増
の

万
９
千

人
成
田
空
港
駅
・
空
港
第
２

ビ
ル
駅
は
同

％
増
の
８

万
４
千
人
だ

た


　　
■
Ｊ
Ｒ
東
海

　
東
海
道
新
幹
線
・
在
来
線

特
急
を
合
わ
せ
た
利
用
者
数

は
前
年
比
４
％
増
の
５
１

１
万
９
千
人
だ

た
う
ち

東
海
道
新
幹
線
は
同
４
％
増

の
４
９
３
万
２
千
人
在
来

線
特
急
は
同
２
％
減
の

万

７
千
人


　
在
来
線
の
定
期
外
乗
車
人

員
は
名
古
屋
近
郊
が
前
年

比
６
％
増
の
３
７
３
万
人


静
岡
近
郊
は
同
３
％
増
の
１

３
３
万
９
千
人
で
生
活
路

線
で
も
旅
行
需
要
の
高
ま
り

が
見
ら
れ
た


　
ピ

ク
日
は
新
幹
線
は

下
り
が
５
月
２
日
で

万
７

千
人
上
り
が
５
月
６
日
で


万
１
千
人
在
来
線
は
下

り
が
５
月
２
日
で
１
万
２
千

人
上
り
が
５
月
５
日
で
１

万
２
千
人
だ

た


　　
■
Ｊ
Ｒ
西
日
本

　
各
新
幹
線
・
在
来
線
特
急

を
合
わ
せ
た
利
用
者
数
は


前
年
比
５
％
増
の
３
２
５
万

人
だ

た


　
山
陽
新
幹
線
は
同
７
％

増
の
２
０
２
万
６
千
人
北

陸
新
幹
線
も
同
８
％
増
の


万
９
千
人
と
前
年
を
上
回


た
中
で
も
新
大
阪

西
明

石
間
の﹁
の
ぞ
み
﹂は
同

％

増
の
１
５
１
万
６
千
人
上

越
妙
高

糸
魚
川
間
の﹁
は

く
た
か
﹂は
同

％
増
の


万
７
千
人
と
好
調
に
推
移
し

た


　
一
方
の
在
来
線
特
急
は


前
年
比
１
％
減
の

万
６
千

人
と
前
年
横
ば
い
だ

た


　
ピ

ク
日
は
下
り
が
５

月
２
日
で

万
３
千
人
上

り
は
５
月
５
日
で

万
９
千

人
だ

た


　
■
Ｊ
Ｒ
四
国

　
瀬
戸
大
橋
線
の
利
用
者
数

は
前
年
比
１
％
減
の

万

９
千
人
だ

た
一
方
主
要

３
線
区
計︵
予
讃
線
土
讃

線
高
徳
線
︶は
同
１
％
増

の

万
４
千
人
と
前
年
を
上

回
り
利
用
者
の
多
い
本
州

四
国
間
の
微
減
が
全
体
に
影

響
し
た


　
瀬
戸
大
橋
線
に
お
け
る
ピ


ク
日
は
下
り
が
５
月
２

日
で
１
万
９
７
０
０
人︵
前

年
比

％
増
︶上
り
は
５
月

５
日
で
２
万
３
０
０
人︵
同

７
％
増
︶だ

た


　
■
Ｊ
Ｒ
九
州

　
各
新
幹
線
・
在
来
線
特
急

を
合
わ
せ
た
利
用
者
数
は


前
年
比
５
％
増
の

万
６
千

人
だ

た


　
九
州
新
幹
線
は
博
多


熊
本
間
が
同
５
％
増
の

万

８
千
人
熊
本

鹿
児
島
中

央
間
は
同
８
％
増
の

万
２

千
人
だ

た
西
九
州
新
幹

線︵
武
雄
温
泉

長
崎
︶も


同
６
％
増
の

万
人
と
好
調

に
推
移
し
た


　
在
来
線
特
急
で
は
長
崎

本
線︵
鳥
栖

江
北
︶が
前
年

比
４
％
増
の

万
３
千
人


日
豊
本
線︵
小
倉

行
橋
︶が

同
４
％
増
の

万
５
千
人
だ


た


　
日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は

こ
の
ほ
ど

国
内
航
空
各
社

で
構
成
す
る
定
期
航
空
協
会

︵
会
長

鳥
取
三
津
子
Ｊ
Ａ

Ｌ
社
長
︶
の
協
力
の
も
と


カ
ス
タ
マ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

︵
カ
ス
ハ
ラ
︶
対
応
に
関
す

る
周
知
動
画
を
制
作
し
た



月
に
施
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
労
働
施
策
総
合
推
進
法

等
の
一
部
改
正
を
控
え

順

次
空
港
お
よ
び
機
内
で
活
用

す
る


　
動
画
は
業
務
に
支
障
を
及

ぼ
す
行
為
や
暴
言

Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
誹
謗

ひ
ぼ
う

中
傷
な
ど

カ
ス

ハ
ラ
に
該
当
す
る
可
能
性
の

あ
る
９
項
目
を
イ
ラ
ス
ト
付

き
で
分
か
り
や
す
く
示
し

た

す
で
に
羽
田

成
田


新
千
歳

伊
丹

福
岡

沖

縄
の
各
空
港
で
放
映
し
て
お

り

６
月
１
日
か
ら
は
同
社

国
内
線
・
国
際
線
の
機
内
で

も
順
次
放
映
す
る


　
﹁
全
て
の
お
客
さ
ま
に
安

全
・
安
心
な
空
の
旅
を
提
供

で
き
る
よ
う

カ
ス
ハ
ラ
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
毅
然

き
ぜ
ん

と

対
応
し
て
い
く
﹂
と
同
社




　
新
日
本
コ
ン
ピ


タ
サ

ビ
ス

旅
館
・
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム

ス
タ

フ
顧
客
の
労
力
を
軽
減

　
ア
イ
デ

デ

・
ソ
フ
ト
ウ

ア

リ
テ

ル
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

遠
隔
実
証
で
動
作
確
認
安
心
導
入

　
ア
ビ
リ
ブ

予
約
シ
ス
テ
ム

初
の
Ｌ
Ｐ
生
成
機
能
リ
リ

ス

　
タ

プ

ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム︵
Ｐ
Ｍ
Ｓ
︶

沖
縄
で
ロ
ボ

ト
な
ど
実
証
実
験

　
京
都
市
下
京
区
の﹁
京
の
宿

　
北
海
館
お
花
坊
﹂は
新
日
本

コ
ン
ピ


タ
サ

ビ
ス
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム﹁
Ｍ
Ａ
Ｃ

Ｒ
Ａ
﹂の
ク
ラ
ウ
ド
版
を
導
入


ス
タ

フ
顧
客
双
方
の
労
力

軽
減
に
成
果
を
上
げ
て
い
る


　
大
正
４
年
創
業
木
造
３
階

建
て
の
純
和
風
旅
館
Ｊ
Ｒ
京

都
駅
か
ら
徒
歩
７
分
と
好
ア
ク

セ
ス
を
誇
る
が
目
の
前
が
東

本
願
寺
と
い
う
立
地
か
ら
喧

騒
を
感
じ
な
い
閑
静
な
雰
囲

気
﹁
木
造
旅
館
の
あ
た
た
か
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
旅
館
で

す
﹂と
同
館
若
女
将
の
小
西
茉

友
さ
ん


　
旬
の
素
材
を
生
か
し
た
京
料

理
ひ
の
き
の
香
り
漂
う
浴
場

に
加
え
も
て
な
し
へ
の
評
価

が
高
い
﹁
世
話
好
き
な
ス

タ

フ
に
よ
る
ア

ト
ホ


ム
な
雰
囲
気
が
受
け

て
お
か
げ
さ
ま
で
口
コ

ミ
で
高
い
評
価
を
頂
い
て

い
ま
す
﹃
京
都
に
あ
る
第

２
の
家
﹄の
よ
う
に
お
使

い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
﹂

︵
小
西
さ
ん
︶

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
シ
ス
テ

ム
は
従
来
他
の
メ

カ


の
製
品
を
使

て
い
た

が
﹁
予
約
が
入

て
も
部

屋
の
割
り
振
り
を
手
作
業

で
行
う
必
要
が
あ

た

り
部
屋
割
り
は
手
書
き

で
作
る
必
要
が
あ
る
な
ど

毎
日
大
変
な
作
業
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
﹂︵
同
︶

　
一
昨
年
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
勧
め
も
あ
り
展
示
会
で
新

日
本
コ
ン
ピ


タ
サ

ビ
ス

の
シ
ス
テ
ム
を
視
察
良
さ
を

体
感
し
導
入
を
決
断
し
た


　
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ａ
で
は
前
出
の

問
題
解
決
を
図

た
ほ
か
今

年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
宿
泊
税

の
変
更
に
際
し
て
も
施
設
側

の
手
間
を
か
け
ず
に
自
動
で
対

応


　
顧
客
の
手
間
を
軽
減
す
る

﹁
タ
ブ
レ

ト
チ


ク
イ
ン

シ
ス
テ
ム
﹂も
導
入
し
た
顧
客

が
予
約
時
サ
イ
ト
に
入
力
し

た
住
所
な
ど
の
デ

タ
が
シ
ス

テ
ム
に
ひ
も
付
け
さ
れ
チ



ク
イ
ン
は
顧
客
が
タ
ブ
レ


ト
に
サ
イ
ン
を
す
る
だ
け
で
完

了
再
度
住
所
を
書
き
込
む
な

ど
の
労
力
が
不
要
と
な

た


施
設
側
に
と

て
も
台
帳
が
ペ


パ

レ
ス
化
さ
れ
印
刷
コ

ス
ト
や
保
管
に
か
か
る
労
力
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の
メ

リ

ト
が
生
じ
て
い
る


﹁
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ａ
﹂
を
導
入
し
た

﹁
京
の
宿
　
北
海
館
お
花
坊
﹂

　
ア
イ
デ

デ

・
ソ
フ
ト
ウ


ア
が
開
発
・
販
売
を
行
う﹁
ア

イ
デ

デ

・
ト
ラ
ベ
ル
ワ


カ

﹂は
旅
行
業
界
初
の
グ


グ
ル
の
ク
ラ
ウ
ド
サ

ビ
ス
を

利
用
し
た
リ
テ

ル
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
だ
　

　
ク
ラ
ウ
ド
サ

ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
初
期
費
用
と
月
額

保
守
料
が
不
要
月
額
ア
カ
ウ

ン
ト
料
５
５
０
０
円
で
使
え


驚
異
的
な
低
料
金
を
実
現
全

国
約
３
２
０
社
で
稼
働
し
て
い

る
　

　
シ
ス
テ
ム
導
入
の

際
は
﹁
自
社
に
マ


チ
す
る
か
﹂﹁
使
い
こ

な
せ
る
か
﹂な
ど
不

安
が
つ
き
も
の
だ

が
遠
隔
リ
モ

ト

デ
モ
に
よ
り
実
際
の

画
面
を
自
分
の
Ｐ
Ｃ

で
確
認
で
き
る
た

め
安
心
し
て
導
入

で
き
る
ク
ラ
ウ
ド

な
の
で
イ
ン
タ

ネ


ト
環
境
さ
え
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
使
え


テ
レ
ワ

ク
で
の
活

用
も
心
配
な
い


　
発
売
以
来
バ


ジ

ン
ア

プ
や
新

機
能
の
開
発
を
重
ね

自
社
商
品
の
ネ

ト

販
売
が
簡
単
に
で
き

る﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
動
募
集
型
企
画

旅
行
シ
ス
テ
ム
﹂や
訪
日
外
国

人
旅
行
者
向
け
の﹁
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
ツ
ア

予
約
シ
ス
テ
ム
﹂

﹁
法
人
セ

ル
ス
支
援
シ
ス
テ

ム
﹂を
オ
プ
シ

ン
と
し
て
追

加
ユ

ザ

か
ら
好
評
を
得

て
い
る
　

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
動
募
集
型
企
画
旅

行
シ
ス
テ
ム
は
基
幹
シ
ス
テ

ム
と
完
全
連
動
し
商
品
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ

ジ
自
動
生
成
か
ら
予
約

・
販
売
・
精
算
業
務
ま
で
を
完
結

で
き
る


　
ま
た﹁
法
人
セ

ル
ス
支
援

シ
ス
テ
ム
﹂は
日
程
表
・
見
積
書

作
成
か
ら
受
注
処
理︵
基
幹
シ

ス
テ
ム
の
予
約
カ
ル
テ
自
動
生

成
︶ま
で
セ

ル
ス
案
件
を
ト


タ
ル
的
に
管
理
す
る
営
業
マ

ン
支
援
シ
ス
テ
ム
と
な

て
い

る


　﹁
ネ

ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば

稼
働
す
る
ク
ラ
ウ
ド
の
メ
リ


ト
を
生
か
し
驚
異
的
な
低
コ

ス
ト
で
旅
行
会
社
へ
の
支
援
を

精
力
的
に
行

て
い
き
た
い
﹂

と
同
社


﹁
ア
イ
デ

デ

・
ト
ラ
ベ
ル
ワ

カ


﹂
の
画
面

「abi-Booking 予約プロクロス」のロゴ

　
全
国
約
２
千
の
宿
泊
施
設
が

採
用
し
て
い
る
ア
ビ
リ
ブ
提
供

の
予
約
シ
ス
テ
ム﹁
ａ
ｂ
ｉ


Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
　
予
約
プ
ロ

ク
ロ
ス
﹂自
社
予
約
数
を
上
げ

る
た
め
使
い
や
す
さ
に
こ
だ
わ

り
か
つ
リ
ピ

ト
率
向
上
を

図
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
だ
﹁
自
社
予
約
が

％
前

後
改
善
し
た
例
も
顕
著
に
あ

る
宿
泊
施
設
の
利
益
率
を
劇

的
に
改
善
し
て
い
る
他
社
の

予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
乗
り
換

え
も
多
い
﹂と
同
社
固
定
費
の

み
の
分
か
り
や
す
い
価
格
設
定

で
予
約
に
対
す
る
従
量
課
金

が
な
い
こ
と
も
評
価
さ
れ
て
い

る


　
予
約
者
を
囲
い
込
む
会
員
価

格
表
示
が
可
能
会
員
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
で
自
社
予
約
数

を
増
や
し
な
が
ら
会
員
を
囲
い

込
む
ま
た
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
提

供
の﹁
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
﹂の
掲
載

パ

ト
ナ

に
公
式
認
定
さ
れ

て
い
る
た
め
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

ホ
テ
ル
検
索
と
無
償
で
連
携
で

き
る
多
言
語
自
動
翻
訳
機
能

は
簡
単
に
多
言
語
プ
ラ
ン
を

販
売
で
き
る
カ

ト
機
能
は


複
数
の
異
な
る
プ
ラ
ン
を
カ


ト
に
入
れ
て
ま
と
め
て
予
約

で
き
る
利
便
性
が
売
り
だ


　
最
近
で
は
Ｌ
Ｐ︵
ラ
ン
デ


ン
グ
ペ

ジ
︶生
成
機
能
を
リ

リ

ス
し
た
特
別
プ
ラ
ン
の

訴
求
に
最
適
で
予
約
率
ア


プ
を
サ
ポ

ト
す
る
ほ
か
中

華
圏
で
圧
倒
的
な
シ

ア
を
持

つ
ア
リ
ペ
イ
決
済
に
宿
泊
予

約
シ
ス
テ
ム
と
し
て
初
対
応
し

た


　
プ
ラ
ン
表
示
の
デ
ザ
イ
ン

や
ダ

ク
モ

ド
の
切
り
替

え
は
予
約
段
階
で
簡
単
に
で

き
る
予
約
者
に
最
適
な
見
せ

方
を
提
供
で
き
る
ウ

ジ


ク
ト
機
能
を
利
用
す
る
こ
と

で
単
な
る
予
約
ペ

ジ
に
と

ど
ま
ら
ず
公
式
サ
イ
ト
を
回

遊
さ
せ
な
が
ら
予
約
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
だ


　
サ
ポ

ト
体
制
も
万
全
だ


電
話
サ
ポ

ト
に
も
対
応
し
て

お
り
シ
ス
テ
ム
の
使
用
方
法

は
コ

ル
セ
ン
タ

が
丁
寧
に

対
応
す
る


　
同
社
で
は
﹁
獲
得
し
た
会
員

を
リ
ピ

ト
に
促
す
た
め
の
機

能
が
充
実
し
て
い
る
チ



ク
ア
ウ
ト
後
に
次
回
利
用
の
ク


ポ
ン
を
自
動
配
信
Ｏ
Ｔ
Ａ

経
由
の
お
客
さ
ま
を
自
社
予
約

に
促
す
配
信
な
ど
が
好
評
﹂と

話
す


黒川氏

　
ホ
テ
ル
・
旅
館
専
門
の
総
合

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
の
タ


プ
は

宿
泊
・
観
光
産
業
に

特
化
し
た
世
界
初
の
実
証
実
験

宿
泊
施
設
﹁
タ

プ
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ

ラ
ボ
沖
縄︵

Ｔ
Ｈ
Ｌ
︶

を
２
０
２
３
年
６
月

沖
縄
県

う
る
ま
市
に
開
設
し
た

タ


プ
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

サ

ビ

ス
工
学
研
究
所
フ

ロ

の
黒

川
崇
裕
氏
に
話
を
聞
い
た


　
﹁
Ｔ
Ｈ
Ｌ
で
は
宿
泊
施
設
で

の
ロ
ボ

ト
活
用
を
目
的
に


清
掃
ロ
ボ

ト
や
案
内
ロ
ボ


ト

デ
リ
バ
リ

ロ
ボ

ト
の

実
証
実
験
を
行

て
い
ま
す


特
に
複
数
メ

カ

の
ロ
ボ


ト
が
共
存
し
干
渉
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
制
御
技
術
や
規

格
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
﹂
と
語
る
黒
川
氏
は
パ
ナ
ソ

ニ

ク
の
出
身

産
業
用
ロ
ボ


ト
開
発
の
経
験
を
生
か
し


宿
泊
業
界
の
人
手
不
足
解
消
に

ロ
ボ

ト
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
に
注
力
し
て
い
る

パ
ナ
ソ

ニ

ク
時
代
は

ロ
ボ
テ

ク

ス
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ

プ
ロ

ジ

ク
ト
の
主
幹
技
師
と
し

て
例
え
ば
段
差
の
解
消
な
ど


ロ
ボ

ト
が
働
き
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
る
こ
と
で

人
に

も
優
し
い
ユ
ニ
バ

サ
ル
デ
ザ

イ
ン
︵
Ｕ
Ｄ
︶
を
実
現
す
る
プ

ロ
ジ

ク
ト
を
推
進

東
京
五

輪
で
は
同
社
の
パ
ラ
リ
ン
ピ


ク
統
括
部
主
幹
も
務
め
た


　
﹁
ロ
ボ

ト
技
術
と
ユ
ニ
バ


サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
は

相
似
し
て
い
ま
す

ロ
ボ

ト

活
用
は
生
産
性
向
上
だ
け
で
な

く

障
害
者
や
高
齢
者
に
も
優

し
い
宿
泊
施
設

社
会
を
つ
く

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で

す
﹂
と
同
氏
は
強
調
す
る


　
ま
た
Ｔ
Ｈ
Ｌ
で
は

生
体
認

証
技
術
で
あ
る
﹁
顔
認
証
﹂
を

導
入

宿
泊
の
チ


ク
イ
ン

や
部
屋
の
入
室

無
人
コ
ン
ビ

ニ
の
決
済
に
も
活
用
し
て
い

る

﹁
タ

プ
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
︵
ホ

テ
ル
シ
ス
テ
ム
︶
は

予
約


認
証

決
済
な
ど
の
全
て
を
接

続

統
合
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

ル

ム
サ

ビ
ス
ロ

ボ

ト
や
リ
ネ
ン
運
搬
ロ
ボ


ト
な
ど
も
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
リ
ン
ク
さ

せ
る
こ
と
で

効
率
的
に
運
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
実

証
実
験
を
重
ね
て
い
ま
す
﹂

︵
同
氏
︶


（７） 第３３１４号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）５月１８日（月曜日）


